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第 2725回例会 

第 2780 地区 第９グループ 

湯河原 

会長 石田 浩二 
幹事 小倉 高代 

事務所 神奈川県足柄下郡湯河原町宮上 

湯河原町宮上 566  
湯河原町温泉観光協会内 

例会場 静岡県熱海市泉 107 
ニューウェルシティ湯河原 

例会日 毎週金曜日 12:30～13:30 

ロータリークラブ 

国際ロータリー2018-19 

RI 会長 バリー・ラシン 

第 2780 地区 

ガバナー 脇 洋一郎 

4 月【母子の健康月間】 

例会 第 2762 回 

例会の予定 

会長挨拶 先日は、「地区研修・協議会」にご参加くださり、お

疲れ様でした。 
いよいよ「平成最後の例会」になりました。平成 30 年間はあっという間だったと思い

ます。みなさんはどんな「平成時代」を迎えられましたか？ 

各地ではありがとう「平成」・ようこそ「令和」ゴールデンウイーク、祝「改元」 

といったキャッチコピーで、あちらこちらでイベントを繰り広げられるようですね。 

この 10 連休の経済効果は「2 兆 1395 億円」とも言われております。 

即位に関するパレードや海外からの来賓という点では、10 月 22 日の即位(そくい)礼

(れい)正殿(せいでん)の儀、祝賀御列の儀も大きいそうです。 

皇室の代替わりに関する政府予算は 2018～20 年度の合計で 166 億円。 

多くの国民が東京に来て、行事を楽しみ、海外への訴求力も見込めるのではないかとい

われております。 

出
席
報
告 

ゲスト ０名 ビジター ０名 会員２４名 

欠席  ５名（免除者１名） 前回の修正出席率 １００．００％ 

出席率 ８２．６１％ 前々回の修正出席率 ９１．９１％ 

事前メークアップ ２名  

幹事報告 
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平成31年4月26日(金) 

天候 曇り時々雨 

合唱 奉仕の理想 

インスピレーションになろう 

 
・5 月 10 日(金) 
  卓話：望月博文君 
 
・5 月 17 日(金) 
  卓話：佐東丈介君 
 
・5 月 24 日(金) 
  卓話：伊藤伸之君 
 
・5 月 31 日(金) 
  卓話：平間章弘君 

1.開会点鐘 
2.ロータリーソング 
3.ビジター紹介 
5.会食 
6.会長挨拶 
7.幹事報告 
8.出席報告 
9.スマイルＢＯＸ 
 

10.卓話：苅谷和彦君 
11.閉会点鐘 

＜国際ロータリー日本事務局より＞ 

1．５月のロータリーレート １ドル１１２円 

＜ガバナーより＞ 

1．次年度会員増強・会員維持ｾﾐﾅｰ開催のご案内 

 日時:６月１１日(火)13：30～17：30 場所:ミナパーク６階 

 対象者:平間章弘・山本明峰・新会員代表 回答期限：６月３日(月) 

 

連絡事項 無し 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

スマイル BOX 
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（４／２６～４／３０） 

・平間章弘君 地区研修・協議会ご苦労様でした。 
・平間章弘君 今週末は鍛冶屋地区のお祭りです。 
・西山敦君 ４月２７日・２８日鍛冶屋、五郎神社の例祭が行われます。 
・石田浩二君 
昨日、万葉荘においてフォレストグループ新年度事業報告会を開催させていただきました。 

・石倉幸久君・佐藤友彦君 地区研修・協議会を欠席しました。 
・地区研修・協議会で「財団の友」会員のクラブ及び「毎年あなたも１００ドルを」クラブの表彰を受けたので全員で
スマイル。 

・平成最後の例会なので全員でスマイル。 

卓話：苅谷 和彦君 

大学時代就職しかけた自分が就職を諦め家業を継いだ時は、うおきは弱小旅館で父親は働いておらず、市場へも免許はあ
るものの誰からも教えてもらえず、一から今までに至るまでの市場との付き合いは多難の限りでした。 
何処からお魚を買えるのか、良い魚はどうすればわかるのか、そこから始まりました。 
それはやはり安くて良い魚を求めて市場に顔を出すものの、失敗の連続、安くて質の悪い魚も多く仕入れてくることもた
びたび。それでもめげず仕入れること 10 年が経つ頃自分の魚の目利きもやっと半人前の目利きが効く頃までなりまし
た。 
そうすると競りをして魚を手に入れたいと言う欲求も湧いて来て競りの現場に入るように、最初は全く事の起こりが分か
らず何を話しているのか、どうやって競り落とせるのかわからない毎日でした。 
それでも 10 年間魚を仕入れ続けた経験が少しづつ効いてきて話がわかるように、それと同時に競り特有の数の数え方、
指の使い方などがわかるようになり、魚を買う経験から値段と相場は今までの中で培って来たので。3 年頃から少しづつ
競り落とせるようになりました。 
今では市場に顔だし続けて 23 年、今では魚屋さんとも仲良くなり有名な魚屋さんからも知られるようになり。 
競り落とせないものがないくらいにまで成長することが出来ました。 
もしかしたら父親から教われば半分の時間でここまで来れるかもとは思いましたが、自分のことを市場の人達がよく知っ
てもらえるのは今の苦労のおかげだと思います。 
色々な事を市場から経験できたことが一番の宝ではないかと思います。 


